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令和元年度 第１回半田市地域公共交通会議事録 

開催日時 令和元年 6月 14 日（金） 10 時 00 分～12 時 00 分 

開催場所 半田市役所 大会議室 

会議次第 １．開会 

２．あいさつ 

３．報告事項 

（１）平成 30年度の運行実績について 

（２）地域公共交通確保維持改善事業計画(愛知県取りまとめ)

地域間幹線系統補助(半田・常滑線、半田北部線の一部) 

（３）武豊町コミュニティバスの経路変更について  

４．協議事項 

（１）地域公共交通確保維持改善事業計画 

   地域内フィーダー系統補助(地区路線バス 3線) 

（２）地区路線バス 亀崎・有脇線、半田中央線におけるダイ

ヤ変更について 

（３）地区路線バス 亀崎・有脇線、半田中央線における停留

所変更について 

（４）亀崎地区路線バスの会による亀崎・有脇線の路線等変更

要望について 

５．その他 

 

出席委員 

【欠席委

員】 

（会長） 

半田市 副市長 

（委員） 

知多乗合株式会社営業運行統括部付部長 

安全タクシー株式会社代表取締役 

愛知県タクシー協会知多支部長 

公益財団法人愛知県バス協会業務課長 
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名古屋鉄道株式会社中部支配人室営業総務課主任 

国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官 

名鉄知多タクシー労働組合執行委員長 

愛知県半田警察署交通課警部補 

亀崎地区代表区長 

乙川地区代表区長 

半田地区代表区長 

成岩地区代表区長 

半田商工会議所事務局次長兼福祉共済課長 

社会福祉法人半田市社会福祉協議会事務局長 

半田市老人クラブ連合会会長 

特定非営利活動法人半田市観光協会事務局長 

市民公募委員 

愛知県知多建設事務所維持管理課課長補佐 

愛知県都市整備局交通対策課課長補佐 

【名古屋大学環境学研究科教授】 

半田市総務部長 

半田市建設部長 

半田市市民経済部長 

半田市福祉部長 

半田市議会議員 

事務局 防災監       柘植信彦 

防災交通課     主査 間瀬勝信、書記 大岩亮太 

事務員 中村公星 

傍聴者 3 名 

 

次  第 議事概要 

２．あいさ

つ 

（会長あいさつ） 

 皆さん、おはようございます。公共交通会議の会長を務め
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させていただいております半田市副市長の堀嵜敬雄と申しま

す。よろしくお願い致します。 

本日はお忙しい中、委員の皆さまにお集まりいただき誠にあ

りがとうございます。そして新しく委員になられました皆さま

につきましては是非よろしくお願いを申し上げます。今回の会

議は新年度に入って第１回目となる会議でありますので、少し

ですけども、本会議の意義についてお話させていただきます。 

公共交通会議は法律に基づいた協議体でありまして、委員構

成は住民の皆さん、交通関係事業者・組合、警察、県や国の監

督官庁など地域の交通を議論するうえで欠かせないメンバーが

一堂に会する公式の場となります。さらに、この会議で協議が

整った事項につきましては最大限尊重されることとなり、いく

つかの行政手続きの簡略・弾力化をはじめとした国からの支援

を受けることができるようになるなど、実行力を持った会議体

となります。それだけに委員の皆さまには慎重かつ円滑なご審

議を賜りたく存じますので、何卒よろしくお願いいたします。

そして、本日ご臨席いただいている中部運輸局愛知運輸支局の

上井
う わ い

首席より、会議の中身に入る前に公共交通会議の役割や制

度について、国の立場からご説明を頂戴することとなっており

ます。よろしくお願いいたします。 

さて、本日の会議内容は昨年１０月から始まった新しい交通

体系による路線バス運行の振り返りと、これまでの運行のなか

で見えてきた幾つかの課題への対応協議がメインとなっており

ます。 

  

それでは、限られた会議の時間になりますので、何卒、皆様ご

協力をお願いいたします。 

 

（事務局） 

ありがとうございました。 

この会議の任期につきましては、２年となっておりますが今

年度から新たに委員になっていただいた皆さまの机のお手元の
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方に委嘱状を配置させて頂きました。本来ならば市長から直接

お渡しいたしたいところでございますが、公務の関係上省略さ

せていただいておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 それでは報告事項に入る前に中部運輸局愛知運輸支局の上井

（うわい）首席より公共交通会議に関するご説明を頂戴しま

す。 

 それでは、上井（うわい）首席よろしくお願いします。 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

愛知運輸支局の上井（うわい）と申します。よろしくお願い

いたします。いま、堀崎会長からもご説明があったとおり、こ

の会議は法律に基づいて行われる会議ということで、話し合っ

たことにつきましては、議員の皆さんの尊重義務というものが

ございます。本日初めて会議に出席される委員の方もおられる

と思います。その方には、先ほど半田市を通じまして中部運輸

局が作成しました「活発のよい議論ができるために」という

リーフレットを配布させていただいております。この会議につ

きましては、この半田市の公共交通や各鉄道、バス、タクシー

などいろいろあるそれぞれの公共交通の役割分担、それから地

域の将来を見つめて、広い視点で皆様からご議論をいただくと

いうことになっております。そのため、運輸局でもこのように

リーフレットを作成しております。見開きの 3 ページ、4 ペー

ジに、各関係機関のそれぞれの役割に基づく発言の例を記載し

ております。これらを参考にしながら、皆様からより活発なご

意見などを賜り、いい会議としていきたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。 
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（事務局） 

ご説明ありがとうございました。 

それでは、次第３の報告事項に入ります。ここからは、本会

議の会長に議事の取り回しをお願いいたします。 

 

３．報告事

項 

（１） 

平成 30 年度

の運行実績

について 

（事務局） 

説明 

 

意見や質問なし 

（２） 

地域公共交

通確保維持

改善事業計

画(愛知県取

りまとめ)地

域間幹線系

統補助 (半

田 ・ 常 滑

線、半田北

部線の一部) 

（事務局） 

説明 

 

（知多バス） 

 説明 

 

（会長） 

 ３ページの５番の差額が 7,754,000 円あり、負担を全て足し

てもおそらく 3,100,000～3,200,000 円くらいしかないので

4,000,000 円程知多バスさんが血を流していますよ。というこ

とだと思いますが、９ページの同じところを見させていただく

と、差額で赤字が 8,000,000 円位しかないですけども、この路

線では県及び国からの補助金がそれを上回る額をもらえていま

すよ。ということですよね？その差がもう少しわかるように説

明をしていただけますか。 

 

（知多乗合） 

ここでいう国の実績というのは、その前の年の実績に基づい
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て予想収入と予想支出の差額で補助金の返答をするということ

なので、単年度の収支と必ずしも合致しないもらいかたをする

ものです。県の補助金は、実際に１年間走らせた実績に基づい

て、実績に基づいてといっても報告値を超える額はないです。

こういうような縛りもありますが、そういったこともあり、こ

の計画表では、見込みをたてるうえにおいて、何年度の実績を

基にして見込みをたてていたのか、ということですが、本当よ

り少し異なったりするので、こういうことが必然に起きるとい

うことになります。 

 

（半田市議会委員） 

 いま、事業者の方からご説明頂いただき、補助金で走らせ

ているというお話をいただいたんですけど、逆に知多バスさん

のほうで企業努力として努力されていることはどのようなこと

がありますか。企業という形で存続されていると思いますの

で、補助金は確かにもらえるものはもらったほうがいいと思い

ますし、もらわないと運行ができないということもあると思い

ますが、大前提として、企業努力として私たちはこういうこと

をやっている。ということがどういうことかお伺いしたいで

す。 

 

（知多バス） 

企業努力としては、増収や運用の効率化、経費の削減という

のが、一般的な各路線ごとではなくて、会社全体の動きとして

増収の取り組み、或いは、我々の業務効率化で経費を１円でも

削減しようという取り組みが、この路線バスの運営にかかわら

ず行っていることになります。路線バスについてはなかなか難

しく、とてもデラックスなバスを導入したらお客様にご利用し

ていただきやすいのではないか。ではそのバスを買ったら、バ
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スっていくらするのだということがあり、なかなかやりにくい

ところもありますが、ここ近年では路線ダイヤも我々の商品で

ある。という概念があり、先ほど事務局の説明にもありました

とおり、１０月で大きく変わったんですけど、昨年の９月３０

日までは、わかりやすく言うと１５時代までは毎時５２分発、

１６時代からは毎時５５分発というような少しわかりにくいダ

イヤというものが、そこらかしこに存在していました。もう少

し前の話ですと、知多半田から半田市役所前のバス停に向かお

うとするバスが、ある便は JR 半田駅前を通過する、ある便は

JR 半田駅前に停車する、またある便は中町を通る、ある便は

中町を通らないというような、非常にわかりにくい系統であり

ました。実際にはそれでお客様に喜ばれて、増収、増客につな

がるかどうかというところはやってみないとわからないという

部分もありますが、少なくても、わかりやすく知多半田に毎時

００分、３０分にバスが来ます、必ず何番乗り場に来ていただ

ければ、毎時００分に市役所へのバスがでます。というよう

な、便利でわかりやすい形でお客様にご利用いただくというの

も、いわゆる輸送サービスの 1 つの大事なファクターになるだ

ろうということです。ここ近年はなるべくお客様に使いやす

い、或いは分かりやすいバス及びダイヤを目指して、何度かダ

イヤ改正している。そういった取り組みがここ近年では中心と

なっています。 

半田市とはかなり深いところまで議論しましたが、もうひと

つお客様にとってインパクトが大きいのが「運賃」でありま

す。歩けば１５分か２０分で行けるけれど、ちょっとそこまで

乗っていこうとすると、バスの運賃が１７０円、１８０円か

かってくる、しかも釣銭がないため小銭をご用意下さいといっ

たことが、使いにくく分かりにくい要因であるということで、

昨年の１０月からは２．６㎞までが一つの区切りですが、歩い
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て３０、４０分かかるようなところは、ごんくるは１００円で

す。それを超えても２００円、どんなに遠くまで行っても半田

市内であれば２００円が上限ですというように、運賃の部分を

大きく変えたことが、昨年の１０月１日の大きな利便性向上の

取り組みとなっています。 

資料２ページで再編前と再編後で、再編後にはごんくるがあ

ります。ごんくるの人数を差し引いても知多バス路線の乗車人

数が増えています。運賃は値下げしていますから収入はついて

いけていないですけど、やはり運賃のインパクトというのは利

用者の方々にとって非常に大きな影響を及ぼしたと思っていま

すので、今後もこういった多方面の見直し、改善を進めていき

たいと思います。 

 

（３） 

武 豊 町 コ

ミュニティ

バスの経路

変更につい

て 

 

（事務局） 

 説明 

 

意見や質問なし 

 

４．協議事

項 

（１） 

半田市バス

路線再編の

概要につい

て 

 

 

（事務局） 

説明 

 

（会長） 

ただいま、地区路線バス３線の地域公共交通確保維持改善計画

について説明をさせていただきました。 

尚、この計画については６月の２８日までに中部運輸局に提出

することとなっております。事務局からの説明についてなにか

ご意見、質問等ありましたらお願いします。 
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（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

先ほど幹線の系統について知多バスさんからお話をいただい

て、当該年度ではなく前年の実績に基づいて補助金を計算して

いるということですが、このフィーダーにつきましては、あら

かじめ６月の時点で国土交通省の本省から補助金の上限が指定

されて、それに計算式が示されて掛け合わせた形で提出をいた

だいたと思いますが、今年度につきましては国土交通省もやり

方を変えようと考えており、令和元年の１０月から令和２年の

９月までがこの補助対象の期間になり、その終わった実績を出

した形で、実績を見てから補助金の上限額を示そうというよう

な方向に変わりつつあります。そのため、昨年と同じように

作って運輸局に提出していただく形とは違いますが、引き続き

国土交通省の方と調整をしておりますので、そこのやり方につ

きましてはまた事務局と愛知運輸局の方で調整させていただ

き、確実に６月の末までに提出いただく形態をとりたいと思っ

ておりますのでよろしくお願い致します。 

あと、１点ですが、このフィーダーではないですが同じように

昨年度路線などを見直し等されまして、調査事業の方にも半田

市さんは国土交通省から補助金をいただいております。その調

査事業に関する補助金につきまして、昨年度の評価があり、概

ねいい評価をいただいておるところですが、利用促進に向けた

PR 事業も着実に進めていただくよう、そこを期待します。と

いう委員からのコメントも受けておりますのでフィーダーの実

施と合わせて利用促進・PR も実施していただくようお願い致

します。 

 

（会長） 

ありがとうございます。他にご意見質疑等はありませんか。 
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（２）地区

路線バス亀

崎 ・ 有 脇

線、半田中

央線におけ

るダイヤ変

更について 

 

 

説明の中にバスロケーションシステムという言葉が何度か出て

きたんですけども、委員の方にもわかるよう説明をいただいて

もよろしいでしょうか。 

 

（事務局） 

 説明 

 

（会長） 

ありがとうございます。 

何か、ご意見ご質問等はありますでしょうか。 

先ほど申し上げましたとおり、この計画は６月２８日までに中

部運輸局さんの方に提出することとなっておりますので、この

計画についてご承認がいただけるようでしたら拍手をお願い致

します。 

 

（一同） 

 拍手 

 

（会長） 

ありがとうございます。 

続きまして、協議事項の（２）地区路線バス亀崎・有脇線、半

田中央線におけるダイヤ変更についてです。本日、成岩、青山

線についてもダイヤ変更の提出がありましたので協議事項を地

区路線バス３線のダイヤ変更と改めさせていただきます。それ

では事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局） 

 説明 
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（会長） 

ありがとうございます。今説明がありましたとおり今回のダイ

ヤ改正については恒常的な遅延が認められた部分ですとか、利

用者の皆様からお寄せいただいたご意見、ご指摘を反映した形

としております。ダイヤの改正につきましてはバス事業者とし

て知多乗合さんからも補足説明があるようでしたらお願いしま

す。 

 

（知多バス） 

今回の会議の資料を作るにあたって、実態はどうなんだ。とい

うことを事務局から問い合わせを受けまして、おおよそこれく

らいの見直しが少なくとも必要だろうという形で、まず、第一

弾として調査の結果を提出させていただきました。それに基づ

き、このような形でどうだろうというように、これは案のレベ

ルでありますか？今後引き続きしっかりと精査をしていくとい

うことですよね？ 

 

（事務局） 

そうです。 

 

（知多バス） 

先ほど、弊社の取り組みの中で、発車パターンは一定のほうが

わかりやすいです。目の前のバス停には必ず毎時１１分にバス

が来る。なにも考えずに１１分に行けばバスに乗れるというの

は簡単ですけど、一方で、時間帯や場所、或いは曜日によっ

て、道路状況、一般交通の中でバスは走っているため、時間が

変わります。先ほど、不便な例として昨年の９月３０日までの

例を少しお話しました。夕方１４時くらいに乗れば毎時１１分

発というバスが来るけども、夕方１６時くらいからラッシュが
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始まると１１分発が１５分発になる。というわかりにくいダイ

ヤ改正をしなければいけない場面も出てきます。ただ、わかり

やすい時間だと謳っていて、時間通りに来たためしがないバス

というのも不便な乗り物ということになると思いますので、毎

日乗務員から聞き取りをすることも可能ですから、どの時間帯

のどこの部分でどういうことが起きやすいのかということを今

後も引き続き、あくまでも今日これは案ということであります

ので、しっかりと調査をして状況、情報を事務局の方にご報告

を申し上げていきたいと思います。事務局さんの少しでも手助

けができるような体制をしていきたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

 

（会長） 

ありがとうございます。 

ダイヤ改正につきまして、皆様からのご意見ご質疑がありまし

たらお願いをいたします。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

今年度の半田市さんの公共交通会議って年間何回やります

か。 

 

（事務局） 

今のところ３回か４回を予定しています。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

次回はいつになりますか。 

 

（事務局） 

次回は、必要に応じて１０月までの間ですが、次は１２月か
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１月が確定です。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

 であれば、現在、案という形でありましたけど、１０月から

変えるということであれば、次回１２月ですともう会議がない

ので、今日この場でご承認いただかないといけない。事業者か

らの届け出を１か月前までにとありますのでそこのところだけ

確認です。 

 

（事務局） 

 今回は、先ほどご説明したような趣旨で変更していくという

ことに対しての承認をいただいて、数字のところの細かい時分

に関してはバス事業者と事務局一任で修正していくことをご承

認いただきたい。そういう意味合いでのご協議、ご審議のお願

いとなっております。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

はい。 

 

（会長） 

よろしいですか？ 

他にご意見ご質疑等はありますでしょうか？ 

 

（半田市議会議員） 

バス停間の時間というのは、朝も昼も夜も同じ時間でバスが

走るという前提になっていると思うんですけども、鉄道であれ

ばそういった形で朝も昼も夜も同じ形で運行ができるかと思う

けど、実際その間に信号があったり渋滞があったりということ

で、朝と昼と夜の時間を変えるといったようなことはできない
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のかと思います。私も昨日、ごんくるの亀崎・有脇線に９０分

乗ってまいりまして、昼の１２時２８分の亀崎公園北からぐ

るっと一周回ってきました。途中の停車時間が非常に長く、途

中で止まる回数も多くありましたので、もう少し融通きかして

柔軟なダイヤを考えるということも必要ではないかと思いま

す。亀崎の中でも夕方以降非常に混み合うような時間帯や道路

もあるものですから、それ前提に考えると昼間っていうのは、

もうバス停がそこまで見えていても前に進まない、昨日の場

合、私は亀崎公園北で降りる予定でしたので、１区間ですけど

亀崎駅のところでずっと止まっているというような状態があ

り、これなら歩いたほうが早いかなという状況もあったので、

そのあたり一律にダイヤ組むよりは少し柔軟にやったほうがい

いかなという風に思いました。 

 

（事務局） 

はい。ありがとうございます。 

まさに今発生している遅延であったり、早発に関する住民の

皆さんから寄せられているご指摘であったり、お叱りの声は今

まさに言われたようなことが原因となっていますので、今回の

改正で、便数を変えることはできないものですから、できる範

囲の中で弾力的に実状に応じて変えていきたいと思います。あ

りがとうございます。 

 

（会長） 

それでは、ただいま委員の皆様からいただきました要件等を

事務局とバス事業者さんのほうで適宜適切に修正をさしていた

だきまして、中部運輸局さんのほうに提出させていただくとい

うことでよろしいでしょうか。ダイヤ改正につきまして指摘部

分を修正したうえでご承認いただけるようでしたら拍手でご承
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（３）地区

路線バス亀

崎 ・ 有 脇

線、半田中

央線におけ

る停留所変

更について 

認をお願いいたします。 

 

（一同） 

拍手 

 

（会長） 

はいありがとうございます。 

続きまして、協議事項の（３）地区路線バス亀崎・有脇線、

半田中央線における停留所変更について事務局から説明をお願

いします。 

 

（事務局） 

説明 

 

（会長） 

停留所の名称及び設置場所の移転につきまして、事務局から説

明をさせていただきました。ご意見ご質疑ありましたらお願い

します。 

 

（愛知県半田警察署交通課警部補） 

 バス停の位置ということで先日お話をいただきました。話の

内容からこの位置ではちょっと話をした位置とは違いますの

で、この写真については、今は案ということでよろしいです

か？ 

 

（事務局） 

位置がちがいますか？ 

 

（愛知県半田警察署交通課警部補） 
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 この間お話させていただいたところとは若干違います。この

路線上では病院の前でいいですけども、病院の駐車場出入口の

手前をアドバイスさせていただきましたが。 

 

（事務局） 

そうですね。これをご覧いただいてアドバイスをいただいき、

ここから変えるということです。 

 

（愛知県半田警察署交通課警部補） 

変えるということでよろしいですね？ 

 

(事務局) 

はい。 

 

（愛知県半田警察署交通課警部補） 

わかりました。皆さんの資料がこれになっていますのでその辺

の説明をお願いします。 

 

（事務局） 

はい。もう少し、詳しく説明させていただきます。２１ページ

にのっているバス停です。バス停を矢印のところに動かすわけ

ですが、この矢印のところに動かしたバス停の位置が交差点か

らだいたい９．３メートルくらいになります。この９．３メー

トルくらいの位置だと少し近くなっているので、離せるならも

う少し離せないかと、要は、ここの三角形になっているバス停

を左の方にずらせないかということです。もう少し左側の方に

ずらしていけないか。というご指導をいただきましたので、こ

の案の位置からは左のほうにずれるということになります。詳

細な位置については病院の方と現場立ち合いのうえ決定をして
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いくことになりますが、今回はこういった形で道路の反対側に

移すと、この路線上に移すということについてのご協議を図り

たいとするものです。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

 この後の話になりますが、この資料の６ですと詳細な住所地

というのは書いていないですけど、後ほど、この会議で了承を

得て、知多バスさんから変更の届出を出していただくその時に

は、住所地をのせていただいて、場合によっては地区路線の廃

止ですとか届け出の中身が異なってしまいますので、事務局の

方でしっかり確認をしたうえで、県警さんとも詰めていただい

てよろしくお願いしたいと思います。 

 

（半田市議会） 

 今の説明の９．５メートルというのは道路に出る角から９．

５メートルということでよろしいですか？ 

 

（事務局） 

そうです。 

 

（半田市議会） 

病院の駐車場の入り口とはかぶらないですか？ 

 

（事務局） 

南側に確かに駐車場がありますが、この駐車場が職員駐車場で

出入りが基本的に日中はないということです。 

 

(半田市議会) 

バスが西から東に向かって来て、左側に建物があるので左側に
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も一般用の駐車場の入り口がありますけど。 

 

（事務局） 

はい。左側の駐車場の間口は、病院側の駐車場は高くなってい

て、段差があって間口は限られています。 

 

（半田市議会） 

バス停の位置は間口よりも西になるのか東になるのか教えてい

ただけますか。 

 

（事務局） 

西になると思います。 

 

（半田市議会） 

病院の入り口よりも手前側にバス停を設置するということでよ

ろしいですか？ 

 

（事務局） 

そうです。 

 

（半田市議会） 

はい。わかりました。 

 

（会長） 

はい。停留所の変更につきましては、警察の方のご指摘ですと

か、住所地の届出の話がご指摘の部分がありましたのできちん

と修正したうえで、ご承認をいただけるようでしたら拍手をお

願いいたします。 
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（一同） 

拍手 

 

（会長） 

ありがとうございます。続きまして、協議事項の（４）亀崎地

区路線バスの会による亀崎・有脇線の路線等変更要望について

を事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局） 

 説明 

 

（会長） 

今事務局から説明のありましたように本来は１年間の実証運行

期間を満了した後に、検証を経て改善するというのが流れです

けども、亀崎・有脇線につきましては他の路線と比べて明らか

に低調であります。また、地元の皆さん方による主体的な変更

案のご提案もいただいている状況でありますので実証運行の１

年間という時間を待たず、本格的な改善に取り組みたいという

提案であります。尚、具体的な変更案については今後亀崎地

区・有脇地区の皆さんとの協議や、バス事業者、警察、運輸局

といった関係機関との調整を踏まえたうえで、本会議の場で改

めてご示しをさせていただきたいと思います。この亀崎・有脇

線の本格改善の議事につきまして、ご意見、ご質問がありまし

たらお願いいたします。 

 

(乙川地区代表区長) 

以前、新居というバス停がありましたが、ごんくるが始まって

から新居というバス停はなくなりました。新居は現在１２００

名ほどの人口ですが、半田市の人口は１２万人ですので１パー
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セントの人口割合になりますが、完全に１パーセントだから無

視されたかな。そんな風に私自身は思いました。これから老齢

を迎える町ですから、今話題となっている免許証返納等となっ

た時に、どういう風に対処したものかな。と思っております。

今日この会議にあたりまして、私も一度バスに乗ってみようか

なと、乗るなら条件の悪い時がいいなと思い、雨降りの時に一

度バスに乗りに行きました。しかし、さて、バス停がどこにあ

るかと思ったらわからないんですよ。そして市役所に電話しま

して「ぼく新居に住んでいますけど、市役所に行きたいけど、

どうやって行ったらいいの？」こういう風に市役所の方に質問

しました。なかなか答えが返ってきませんでしたが「フィール

のところからバスはありますよ。でも、それはごんくるではな

いですよ」という答えで、半田に出るだけでもどういう風に

乗っていいかわからないという情報の不足がありますので、こ

れはわたしの個人的な勉強不足だとは思いますが、どちらにし

ても新居という地区からバスがちょうど縁遠くなっているのは

事実かと思います。この辺のことについてもう少しうちの地区

でもわかりやすいような広報をしてもらいたいなと思う次第で

あります。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

すいません。愛知運輸支局の上井と申します。実は今日同じよ

うな会議が県内で３件ありまして、わたし掛け持ちもあります

のでこの辺りになりますけども、ちょっと議論が聞けず残念な

ところであるんですが、ぜひ見直しにあたりましては、これま

での利用促進施策それから周知方法が十分であったかどうかの

検証、ここをまずしっかりやっていただくということと、それ

から今後いろんな議論をしていきますと、住民代表のみなさん

の中から多様な意見がでてくるかと思います。この辺りは十分
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に事務局としても議論を重ねて調整をしたうえで、見直しの方

をやっていただきたいなと思います。以上になります。 

 

（会長） 

先ほどの、竹内さんのご質問についてお願いします。 

 

（事務局） 

なかなか、路線やバスの乗り方の周知が行き届いていないとい

うご指摘をいただいて申し訳ございません。今年も昨年に引き

続いてやるべきことは、路線マップや時刻表の全戸配布に始ま

り、市報の掲載等ではありますが、今までバスを使ったことが

ない方だと、そもそもバスに乗ろうという発想がないというこ

ともあります。バスがあるという存在自体をアピールしないと

なかなかみてもらえないよ。ということをご指摘いただきまし

たので、例えばタウン誌であったり皆さんがよく見る媒体にバ

スが始まったということを掲載させていただいたり、あるい

は、動画等をインターネットで流させていただいたり、バスを

使ったイベントみたいなものを企画してそれによってごんく

るっていうバスがあるんだな。ということを知っていただきま

す。そういった角度でまずバスに興味をもっていただいて、き

ちんと路線図や時刻表を公共施設や、先ほど少し紹介したバス

待ちスポットみたいなところにも掲出することで、情報がきち

んと手に入るような状態を整えてまいりたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

（会長） 

他に、ご意見ご質疑等はありませんか。 

 

(市民公募委員) 
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私、亀崎に住んでおりまして、ごんくるや基幹バスも１か月に

１回くらい使っています。亀崎の地区バス会で今回の案の試乗

会をやりまして、私としては今年の１０月から実施していただ

けるのかなと期待を持っていましたが、先ほど会議も今度は１

２月ということで、とても１０月に実施とはならないなという

感じはしましたが、その点どのように考えているかお聞きした

いです。 

 

（事務局） 

過去にこの会議の場でも学識経験者から説明はいただいていま

すが、路線バスというのは変更をするという意思決定をしてか

ら、準備を行い、実際施工までは標準的に１年といわれていま

す。バス事業者さんと実際にどういう運行をするのかといった

協議や、警察の方と本当にそこ走っていいのかという協議もあ

ります。バス停を作ってバス停を置く場所だと近隣の方から許

可を得ることや、先ほどご指摘いただいたように時刻表作った

りですとか、路線図作ったりですとか、そういった兼ね合いも

あります。そういった関係もあってなかなか数か月で走らせる

というのがとても極めて難しいことになります。標準的には１

年ということではありますが、できるだけ早く変更できるよう

には進めていきたいとは思っております。 

 

（会長） 

他にご意見ご質疑等はよろしいですか？ 

では委員の皆様からいただいた意見等まとめまして亀崎・有脇

線の本格改善を進めるということでよろしいでしょうか。ご承

認をいただけるようでしたら拍手をお願いします。 

 

（一同） 
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拍手 

 

（会長） 

ありがとうございます。慎重なるご審議をありがとうございま

した。まだ時間ありますのでこの後はざっくばらんにいろんな

ご意見がいただければと思います。 

 

（半田市議会） 

先ほど、初めの部分で半田・常滑線に係る生活交通確保計画と

いう話がありましたが、この中で、収支改善計画ということで

沿線市町村の取り組みということで記載がされております。半

田市に関しては、フィーダー路線を継続的に実施するとかバス

ロケーションの話とかいろいろ書いてありますが、隣の市に関

しては事業者と連携し、広報誌や市のホームページで利用促進

に努める。と書いてありますが、この温度差というか認識の違

いというのか、どのようなこれまでの形があったのかそのあた

りお伺いしたいと思います。 

 

（事務局） 

常滑市さんも真剣に考えて頑張っていらっしゃいます。半田市

は今回再編ということがあったものですから、フィーダーもご

んくるも走るようになりましたし、設備投資も行政としてとて

も動きやすかったです。なので、半田は今すごく活発になって

いるのでやることが書きやすいです。ただ、常滑さんは半田み

たいに大きな再編があったわけではないところがあり、今から

の半田でいうと５年後とかになり路線も定着し、だいたい計画

の内容が同じになってくる。そんなイメージになっているのが

今の常滑市さんです。だから温度差があるようにみえてしま

う。半田がいま熱くなっているということです。 
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(半田市議会) 

常滑も、専任の部署で対応されているのでしょうか。 

 

（事務局） 

ございます。 

 

（安全タクシー株式会社代表取締役） 

公共交通会議はやっていませんよ。 

 

（半田市議会） 

そうですか。 

文章だけ読むとどういうことなのかなと思い、質問させていた

だきました。 

 

（成岩地区代表区長） 

この前、半日かけてごんくるに乗ってみました。私の自宅が常

楽寺の東で、宮池会館の館長をやっていますので宮池のところ

へまず行って、それから市役所へよく訪れるものですから、市

役所を目標地にして乗り継いでみました。常楽寺の東のところ

にバスがあって宮池会館の前で降りて、用事を少し済まして、

それから図書館の方へ歩いて行き、半田中央線に乗り継ぎまし

た。それから市役所へ行こうと思って乗り継ぎましたが、半田

駅は歩いて線路を渡らなければいけないです。バス路線につい

て期待しているのは、これから車に乗れなくなる高齢者が必要

になってくるのではないかなと思います。今、ものすごく事故

が多くて免許証を返納しなければいけない高齢者がいる。その

人たちがうまく利用できる形にもっていってもらえるといいな

と思います。若い人たちはいくらバスを薦めても、自分の車で
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という人が多いと思います。今回乗ってみて高齢者向けではな

いと思ったのは、とにかく乗り継ぎがうまくいかない、それと

市役所に行く、市役所は市民病院と隣合わせですよね。市役所

で降りたときに、市役所の反対側のバス停です。そこからまた

歩いてこないといけない。これが病院を目指して来た人だった

ら困っちゃいます。もうバス利用しないですよね。だから、バ

ス停が市役所となっているなら市役所に乗り入れるなど、おそ

らく市民病院が移転したら、市民病院の方にはバスが乗り入れ

るような形にはなると思いますけど、そういった高齢者へ向け

ての配慮をぜひ重点的に取り入れていったほうが、ゆくゆく

使ってもらえるようになるのかなと思います。 

 

（知多バス） 

後ほど、当社からも皆様にお話しさせていただきますが、今の

委員のお話について、我々ももっと努力しないといけないと思

いながら聞いていました。私日頃は、知多バスの半田営業所の

事務所にいるため、お客様からの問い合わせの電話をよく受け

ます。実際にまさに今の委員の話ですけど、「図書館のあたり

に住んでいるが市役所に行くにはどうしたらいいか。半田で乗

り換えればいいのか」こういう問い合わせを受けたことがあり

ます。半田で乗り換えるのが一応最短距離ですけど、実はごん

くるの知多半田駅というのは、雁宿ホール前です。市役所に行

く日本福祉大学行というのはロータリー側の３番乗り場です。

乗り換えといえば乗り換えですが、少し歩いていただかなくて

はいけないので、少し遠回りになりますが、図書館からいくの

であれば青山に向かわれたらどうですか。青山でしたら着いた

ところに知多半田行のバスが来るので、或るいわ時間帯によっ

ては病院へ直行するバスもあるので、遠回りでもよければそち

らをご利用ください。値段は変わりませんから。というような
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ご案内をしたことが実際にあります。その時のお客様の反応と

しては、「そういう方法もあるのかね。そうやって便利に行く

方法もあるんだね。ありがとう。」最後はありがとうでした

が、ありがとうの後に、「それにしても分かりにくいよね。も

う少し分かりやすくて便利に使えるようになっていたらわざわ

ざお問い合わせをしなくてもバスで行こうかな。」そんなおま

けがついて電話対応が終わったことがありました。実際には

おっしゃる通りでありまして、そこで乗り換えができますか

ら、乗り継ぎ券を発行しますからって言いながら実際にはまだ

まだ分かりにくかったり、乗り換えができても不便だったりと

いうことがあるのでこれから見直し、改善していくなかで、広

く一般的に捉えた交通弱者の立場でものを見て、どうしていけ

ばいいんだろうということがとても大事だという風に思いま

す。実際に半田市役所、半田病院もですが、常滑市民病院は病

院の正面にバスが着きます。常滑市民病院は設計していただく

段階で、バスが乗り入れることを前提に設計をしていただいた

経緯があります。路線バスではなく他の市町のコミュニティバ

スですが、西知多総合病院も病院の玄関先にバスが停まる。こ

ういう風じゃないとなかなか通院されるご高齢の方々というの

は、病院前というバス停が実は玄関から坂を下りてこなければ

いけないとか、あるいは階段を上って病院の受付にたどりつけ

るというのは、便利にお使いくださいと胸張っていえる環境で

はないなと感じます。当社の走らせる路線バスの中にもいくつ

かの環境がありますので、また事務局に対して情報を提供して

いきたいと思いますし、皆様からのご意見をいただいてより便

利で使いやすいコミュニティバスを走らせたいと思います。 

 

（事務局） 

少し角度の違うお話になりますが、私も半田市民ですが、なか
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なかバスを使う習慣っていうのが昔からなかったということ

で、実際に車が運転できなくなり、免許を返納された方は、こ

れからバスを使うというなかで、少しでも免許を返納した後の

不自由さを解消させていただくために、まず、こちらで自主返

納した場合の促進策としてバスの回数券みたいなものを発行さ

せていただくといったことを現在企画させていただいておりま

す。それを使って何か月か乗っていただく中で慣れていただき

たい。名古屋市とかに住んでいて常にバスを使っている人だ

と、乗り継ぎを見るスピードが速かったり、抑えるポイントが

速かったりします。日常的に自分のライフスタイルの中にバス

という選択肢が入ってくると、少し見方も変わるのかなと思い

ます。あと、広報や、周知の工夫ということになると、先ほど

知多バスさんがおっしゃったように具体的にそういうルートも

ありますよ。ということが書いたマニュアルやチラシの中に半

田病院の行き方はこれとこれがあるよ。あるいはホームページ

を見るとそういったような具体的な乗り継ぎ例が載っているみ

たいなことはそろそろ準備しないといけないなと思います。

ルートが変わるとどうかなというところもありましたが、委員

のご指摘を聞いて、具体的なお話、具体的な乗り方案内みたい

なものもあれば、まだ分かりやすいのかなと。周知に関しては

そう思いました。実際の路線のハード的なバス停が道路のこっ

ち側にあって分かりにくいというお話。これは先ほどごんくる

でもリハビリテーション病院でありましたが、できるだけ大規

模工事はすぐにはできませんが、バス停の移動だけでそれが解

消されるようなものがあれば、知多バスさんと協議して、一つ

ずつ着実に改善を図っていきたいと思いますのでこれからもよ

ろしくお願いします。 

 

（会長） 
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はいありがとうございます。他には？ 

 

（半田市老人クラブ連合会） 

先ほど、西成岩の区長がおっしゃったように、我々高齢者が利

用する機会がこれから増えてくると思います。半田中央線を利

用させていただいていますが、利用の便ということで、ごんく

るの便数が今１３便ということですけど、これが増やせる見込

みがあるのだろうか、もう一点は西側から来る皆さんに、バス

ターミナルの方を使うことはできないのか、と今は考えますが 

いかがでしょうか。 

 

（事務局） 

半田中央線に関してそういったご指摘はよく頂戴します。ま

ず、便数を増やすことと半田ロータリー側に乗り入れることは

同種の課題を抱えていまして。いま、この路線に投入できる最

大台数はいま１台です。これが、１台で回らなくなるくらいご

利用があれば２台ということもありますが、この１台で運転手

さんの法令的に決まっている待機時間というか休憩時間をきち

んと取りながら、６０分に１本を回そうと思うと、どうしても

ロータリー側に寄ると、どこか切らなければいけない。パワー

ドームの方まで行けないですとか、何かを犠牲にしないとでき

ないところがあります。今のところの考えではロータリーに入

ることに比べても、まだ路線延長が伸びていた方が、大勢の方

にとっては足をカバーするものになるのではないかという考え

方で、今の路線になっているということを尊重させていただい

ているところであります。ですので、もともと観光線とも呼ば

れていたところですから、今後利用が増えるようなことがあれ

ば、例えば路線変更と合わせてロータリーへの乗り入れという

のもあろうかと思います。あともう１点、今、地区路線 B の導
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入について先ほど有脇や亀崎で地区ごとの話し合いが進んでい

るという話がありましたが、実はこれ他の地区でもやっていま

す。岩滑とかでもまだバス会はできていないですけど、話し合

いが始まろうとしています。今度は、今路線が走っているとこ

ろの近くに今のごんくるより小規模なバスが走る可能性もあり

まして、そうなると逆に新美南吉記念館の方に行かなくてよく

なれば、行かなくなってもよくなった分ロータリーに乗り入れ

ることができるといったような、他の路線ができた時の影響で

の変更といった可能性もありますので、現時点では予定はない

ですが、また２年後３年後とバス環境が変わっていくなかで

ロータリー側に乗り入れるということはこちらもできるだけや

りたいと思っているところですのでそういったことでご理解い

ただければと思います。 

 

（特定非営利活動法人半田市観光協会事務局長） 

今、観光の話がでましたが観光協会としては、観光客の方にど

う使ってもらうかということで、日々考えているんですが具体

的に該当するところでいくと半田中央線の知多半田の駅を降り

ていただいて博物館・空の科学館、その先の新美南吉記念館に

行く方にどう利用していただくかということが、今の路線でい

いますと中心になってくるのかなと思います。すでに南吉記念

館に行く利用の方はバスを使っているとよく聞くようなってき

たなと思いますが、特に今からの夏休みと彼岸花を見る利用の

方が非常にみえるかなと思っていますが、車内に乗せていただ

くとまだまだ広告というのか張り紙ができるスペースというの

か、公共情報・観光情報みたいなことを置くスペースみたいな

ことも可能かなというような感じを受けているんですが、その

あたりの取り組みがもしあるのであれば教えていただきたいな

と思います。 
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（事務局） 

はい。ありがとうございます。いま遊んでいるスペースに有料

広告枠みたいな制度が導入できたらなということは考えていま

すが、有料にする前の段階で例えばごんくるの利用促進につな

がる取り組みであったり、沿線上の公共情報に関してはバス車

内で掲示することは基本的に OK にしています。なので、頼ま

れたら置いていただけると、ただし掲示は自分で行ってくださ

いよとなっていますけど、昨日も日本福祉大学の学生さんが社

会福祉協議会さんと連携して取り組みをされるということでチ

ラシを置かせてほしいということがございましたが OK にして

おります。観光協会さんのほうでチラシであったりポスターで

あったり、特に上の方に掲示するポスターのサイズは B3 サイ

ズです。なので、名鉄さんと連携してやる社内刷りのサイズと

同じだと思うものですから、もし掲示するということであれば

またお声かけくれればと思います。 

 

（会長） 

ありがとうございます。他はどうでしょうか。 

 

（知多バス） 

これは協議事項でもなんでもありませんので今後の当社の進め

方っていうところで聞いていただければと思います。また協議

が必要ということであれば、この協議会の場で協議をしようと

思います。半田常滑線と半田北部線の運賃についてでありま

す。ご存じのとおり１０月１日に消費税の改定が予定されてい

ます。先日、５月の末までに新しいバスの運賃の上限運賃認可

申請の申請書を国土交通省の方に提出せよという指示がありま

したので提出をしてまいりました。その中で、基本的には１０



 

 31 / 36 

８分の１１０に運賃が上がっていきますが、ご存じのとおり、

１０８０円というバス路線が１１００円になるというのは非常

に分かりやすいですが、バス路線ですと１７０円ですとか１８

０円だとか少額でしかも１０円単位で端数を整理しているもの

ですから、上がるところと上がらないところがでてくるような

運賃改定の申請をしてきました。半田市内に関しては、この協

議会の場で協議を整えてごんくるでない路線バスに乗っても認

定料金は１００円、そこから先は２００円というような協議を

整えてありますので、そこについては変わりなしという届け出

をしてきたということを皆様にご報告さしあげます。消費税率

が変わっても、半田北部線、半田常滑線の２．６キロなら１０

０円、そこからさきは２００円ということに変わりはないで

す。まずはこのようにご報告させていただきます。半田常滑線

に関しては、西板山のバス停が半田市最後のバス停になります

が、西板山を超えて常滑市内までご利用いただくと距離に応じ

た運賃になっていきますので、そこでマップコードも変わりま

すけど、少額で端数整理をするものですから、変わらないとこ

ろもでてきます。消費税率が変わってもこの停留所まで乗った

時の例えば３６０円は３６０円のままだけど、そこを超えた３

８０円は３９０円になるというような変更があります。また、

いくつかのおそらく補正はあると思いますが、９月の頭くらい

までに、認可書が届きますので、またそれをもって皆様に新し

い運賃こうなりましたということをご報告したいと思います。

それでも半田市内の１００円２００円というところは変わりは

ないという形で申請書を先日提出させていただきました。それ

がまず１点目の報告です。もう一つは今の運賃です。先ほどか

ら各委員の方から少し分かりにくい、もう少し分かりやすくし

たらというお話もありました。私、先ほど当社の利便性向上の

取り組みとしてダイヤの話であったり、あるいは運賃の話で
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あったりっていう話を申し上げたのですけど、実は昨年の１０

月からうちの路線バス、半田市内は１００円で、ある距離を超

えても２００円というようになりましたが、これが非常に分か

りにくいというご意見を引き続きいただいているのが現状であ

ります。少し分かりやすく言うと、半田市内ごんくるに乗って

も知多バスに乗っても、とにかく市内は１００円というのが一

番分かりやすいと思います。市役所に行っても、健康管理セン

ターに行ってもどこに行っても１００円というのが分かりやす

いですが、実はうちが本来とるべき運賃とその１００円との差

額を市に少し補填をしていただいているという訳で、市民の皆

さんどこまで行っても全部１００円でどうぞとは簡単にはいか

ない。財政的な理由もあって、今回の整備を行いましたが、実

はいまある停留所から２．６キロまでは１００円、そこから先

は２００円というようなことをやっているので、知多半田から

乗った人、次の末広町から乗った人、その次の中町から乗った

人、１００円から２００円に上がる階段がそれぞれ違います。

知多半田からいうと西成岩までが１００円ですけど、末広町や

中町で乗った人は１００円から２００円に上がるところが西成

岩ではなかったりする。というのが非常に分かりにくい。とい

うご意見を実際市民の方からもいただいておりますし、あと、

市内の事業者方、やっぱり事業者の方って、通勤手当として支

出していたりして、よく年度の変わり目とかに問い合わせがあ

るけども、ここからここまでいくらですか？ここからここまで

はいくらですか？あるいは、１キロごとに進んで運賃の改定を

お知らせいただけませんか？というようなやりとりがあるけど

も、特に年度末の時期にかなり多くの苦情というほど神妙なも

のではないですけど、ご意見やご要望をいただきました。先ほ

どから申し上げております分かりやすくすることが利便性の大

きな向上になるいう観点でいうと、分かりにくい運賃制度とい
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うのはまだ、見直しの必要があるのかなと考えております。財

政的なことも含めてもう少し検討を深める必要があるなと思っ

ているので、これからの動きとして、こういうことを検討して

いきますよという予告を皆様にお話しするにすぎないですけ

ど、エリア制、このエリアはどこでどういう乗り方をしても１

００円、エリアとエリアをまたいだときは２００円です。とい

う各一つ一つの停留所から２．６キロメートル先が運賃の階段

になるのではなくて、例えば亀崎エリア、乙川エリア、あるい

は横川エリア、エリア内は１００円です。それを越えたら２０

０円です。エリアの中ならどこから乗ったって運賃の上限は一

緒ですっていう風に分かりやすく運賃を変えていく必要がある

のかなということを考えております。ただ、なかなか具体策、

具体的にこれをやろうというのは時間がかかるものですから、

今回の１０月の運賃改定はしません。あるいは今日この協議会

の場で、具体的にこんな案で皆さんどうですかというところま

ではまだまだいたってないですけど、先ほどの取り組みとして

当社のごんくるではない知多バスの路線バスは、次の利便性向

上策はダイヤだとか停留所ルートではなくて、見直しはしたん

ですけどまだ分かりにくさが残っている運賃でいこうと思って

いますので、そういうことで進めていきますよということを皆

さんにご承知おきいただきたいなと、またいろんなご意見あろ

うかと思います。実際にバスに乗ってみて、乗ってみたら実は

こんなところが分かりにくかった。我々事業者は聞かないとわ

からない、自分たちが分かっていて当たり前の心構えですか

ら、実際にご利用いただいてご意見とか頂戴できればいいかな

という風に思いますので、皆さんよろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

ありがとうございました。 
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（乙川地区代表区長） 

資料１のごんくるの実績で整理券の発行枚数が３５,４４２で

すが、これは１年間の人数を出そうと思ったら延べ人数ですよ

ね？ 

 

（事務局） 

延べです。 

 

（乙川地区代表区長） 

延べですと、言ってみれば半田市の人口が１２万人ですので３

分の１っていうのが、割る３をすればいいわけですよね。延べ

では。そうしますと、いわゆる本当に使った人の人数はってい

うとその１０分の１くらいになりますよね。実際に乗った人は

何人ですかというと、その辺の把握はできているのでしょう

か。 

 

（事務局） 

確かに、詳細な計算分析というのは、してもいないですし、実

際にやろうと思うとかなり難しいところではございます。定期

を使っている人はおそらく何回も乗っているので、例えばこれ

は半年の数値ですので、半年間１８０日として月に２０日出勤

されるとして、たった一人で１２０日、１２０枚カウントして

いる人もいると思われます。右の方を見ていただくと定期券の

販売枚数がでてきます。これが、共通定期券の大人が半年間で

３３枚売れていまして、ごんくる定期券が２５枚で合計５８枚

売れています。子供と合わせてです。５８枚の定期がありまし

て、定期を買う人はおそらく１２０倍してもいいのかもしれな

いですけど、そうするとそれだけで６９６０枚ということにな

ります。そうすると３５,４４２からだいたい７０００枚はお



 

 35 / 36 

そらく定期利用者というか、通勤利用者なのかなという風な試

算はできます。ですので、残りの２８,４４２枚の整理券がど

ういう風に使われたかっていうのは、観光客の方もいるでしょ

うし、住民の方が１回だけ乗ってみようと思って乗った場合も

ある。そうすると、実人数ベースだと定期の販売から実人数を

割ることは、根拠もあるし、説得力もあるのですけど、それ以

上の推計というのはなかなか難しいと思っています。 

 

（乙川地区代表区長） 

３割使っていればいいのかなと思いますが、実際の話でこれっ

て１割も乗っていない、実人数でいうと、１割も使っていな

いっていう話ですかと思います。 

 

（事務局） 

１割というのは、人口あたりの？ 

 

（乙川地区代表区長） 

ええ。 

 

（事務局） 

１２００人もライフスタイルの中に取り入れている人はいない

のではないかという。そういうお話ですか？ 

 

（乙川地区代表区長） 

全体論でいうとね。この話って１割にも満たない人の話なのっ

て思ってしまいます。 

目標値として、私が考えているのは、実際に半田市の人口の中

でどれだけの人口の人が使ってもらえればいいのかと考えてい

るのかお伺いします。 
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（事務局） 

実人数での目標設定は、目標設定として補足もなかなか難しい

ということもあるので、考えてはいないですけど、何回乗って

いただけたかというところが、利用のニーズなのかなとは思い

ます。国が用意している昭和の時代からの評価の指標としても

乗車密度というものがあり、乗車密度というのは、常時何人

乗っているかという指標です。バスという空間の中に何人いる

かということが大事であって、習慣的に使っている人のニー

ズ、実人数で評価をしていくということはどこにもないです。

そういった意味で、バスのことなので乗車密度とかそういった

方で評価していきたいなとは思っています。 

 

（乙川地区代表区長） 

ありがとうございます。 

 

（会長） 

ありがとうございます。時間も迫ってきていますので 

本日の会議はこれで以上とさせていただきます。長時間にわた

り活発な議論をありがとうございました。以上をもちまして、

半田市地域公共交通会議を終了させていただきます。ありがと

うございました。 

 

（一同） 

ありがとうございました。 

 

 


